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一
、
二
度
の
大
患

　

医
者
に
し
て
、
戦
後
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
、
上
田
三
四
二
に
つ
い
て
、
拙

論
を
始
め
る
に
あ
た
り
、『
上
田
三
四
二
全
歌
集
』（
短
歌
研
究
社
）
に
収
め
ら
れ

た
自
筆
年 
譜 
よ
り
、
病
歴
を
中
心
に
、
必
要
な
部
分
を
取
り
出
し
て
み
よ
う
。
上

（
１
）

田
は
生
涯
に
二
度
大
病
を
患
っ
た
。
彼
の
死
生
観
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、
こ
の

確
認
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
年
譜
の
昭
和
六
三
年
以
後
の
項
は
、

成
瀬
有
氏
に
よ
る
。
年
齢
は
そ
の
年
の
誕
生
日
（
七
月
二
一
日
）
後
の
満
年
齢
を

示
す
。
な
お
、
傍
点
は
筆
者
。

　

昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年　

四
三
歳

　

五
月
、
結
腸
癌
を
病
み
、
癌
研
究
会
附
属
病
院
外
科
に
入
院
、
六
月
八
日
手
術
、

同
月
末
退
院
、
生
涯
の
転
機
と
な
る

�

�

�

�

�

�

�

�

。
九
月
中
旬
よ
り
勤
務
に
復
し
た
。

　

・

　

・

　

昭
和
四
十
七
（
七
二
）
年　

四
九
歳

　
　
　
　

三
四
二
晩
年
の
死
生
観
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上
田
三
四
二
は
生
涯
に
二
度
大
病
を
患
っ
た
。
四
二
歳
で
結
腸
癌
を
患
い
、
一
度
は

生
を
諦
め
た
。
上
田
に
と
っ
て
、
死
は
存
在
の
消
滅
を
意
味
し
た
。「
死
後
」
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
。
ど
の
宗
教
を
も
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
上
田
は

幸
い
に
も
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。
再
出
発
に
当
た
り
、『
徒
然
草
』
か
ら
「
生

き
方
の
極
意
」
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
『
死
』
に
出
会
い
、「
死

の
む
こ
う
側
の
死
」
に
関
心
を
拡
げ
る
。
ま
た
、
自
然
の
中
に
超
自
然
の
可
能
性
を
見

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
上
田
は
五
十
代
後
半
、
兼
好
を
離
れ
、
西
行
、
良
寛
へ
と
傾

斜
し
て
い
く
。
二
度
目
の
大
病
は
、
六
十
歳
で
の
前
立
腺
癌
で
あ
る
。「
三
四
二
晩
年
」

と
は
こ
れ
以
降
を
指
す
。
そ
の
死
生
観
は
、
良
寛
の
二
つ
の
歌
、「
つ
き
て
見
よ
ひ
ふ

み
よ
い
む
な
や
こ
こ
の
と
を
と
を
と
納
め
て
ま
た
は
じ
ま
る
を
」
と
「
沫
雪
の
中
に
た

ち
た
る
三
千
大
千
世
界 
ま
た
そ
の
中
に
沫
雪
ぞ
降
る
」
に
見
ら
れ
る
時
間
論
と
空
間
論

を
骨
格
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
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自
律
神
経
失
調
症
の
病
名
に
よ
り
、
乞
う
て
一
月
よ
り
休
職
、
隠
遁
的
気
分
の

う
ち
に
月
を
送
る
。

　

昭
和
四
十
八
（
七
三
）
年　

五
十
歳

　

四
月
、
復
職
す
る
も
下
血
あ
り
、
癌
研
外
来
に
て
精
密
検
査
を
行
い
、
五
月
末

ま
で
欠
勤
。
六
月
よ
り
勤
務
に
復
し
た
。

　

・

　

・

　

昭
和
五
十
九
（
八
四
）
年　

六
一
歳

　

七
月
九
日
、
癌
研
究
会
附
属
病
院
泌
尿
器
科
に
入
院
、
八
月
十
七
日
、
膀
胱
前

立
腺
摘
除
、
回
腸
導
管
造
設
、
あ
わ
せ
て
術
前
検
査
に
よ
っ
て
ポ
リ
ー
プ
の
発
見

さ
れ
た
上
行
結
腸
の
一
部
切
除
。
最
終
診
断
、
前
立
腺
腫
瘍
。
十
月
五
日
に
退
院

し
た
。
定
命
を
さ
と
る

�

�

�

�

�

�

。

　

昭
和
六
十
（
八
五
）
年　

六
二
歳

　

十
二
月
二
十
三
日
、
背
部
痛
と
左
足
浮
腫
の
た
め
癌
研
病
院
泌
尿
器
科
に
再
入

院
。
胸
椎
へ
の
放
射
線
治
療
を
行
う
。

　

昭
和
六
十
一
（
八
六
）
年　

六
三
歳

　

二
月
十
一
日
、
癌
研
病
院
退
院
。
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
外
来
に
て
右
坐

骨
放
射
線
治
療
。

　

・

　

・

　

昭
和
六
十
三
（
八
八
）
年　

六
五
歳

　

一
月
中
、
癌
研
病
院
入
院
。
二
月
に
一
度
退
院
す
る
が
四
月
に
再
入
院
。
六
月
、

川
端
康
成
賞
授
賞
式
に
出
席
の
た
め
退
院
、
以
後
自
宅
療
養
と
な
る
。

　

昭
和
六
十
四
年
・
平
成
元
年

　

一
月
八
日
午
後
三
時
頃
、
激
し
い
苦
痛
に
襲
わ
れ
、
東
村
山
市
の
新
山
手
病
院

に
緊
急
入
院
。
同
日
午
後
八
時
過
ぎ
に
永
眠
。
病
名
前
立
腺
癌
肺
転
移
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
上
田
は
昭
和
四
十
一
（
六
六
）
年
、
四
二
歳
の
時
、
五

月
、
結
腸
癌
を
患
い
、
癌
研
究
会
附
属
病
院
外
科
に
入
院
、
六
月
手
術
、
同
月
末

退
院
、「
生
涯
の
転
機
と
な
る
。」
と
書
く
。　

癌
の
再
発
を
恐
れ
な
が
ら
、
十
八

年
。
昭
和
五
十
九
（
八
四
）
年
、
六
一
歳
の
時
、
七
月
、
癌
研
究
会
附
属
病
院
泌

尿
器
科
で
、
前
立
腺
腫
瘍
と
診
断
さ
れ
る
。
手
術
を
受
け
、
三
ヵ
月
も
の
間
入
院

し
た
。
年
譜
に
は
「
定
命
を
さ
と
る
。」
と
あ
る
。
上
田
の
晩
年
は
こ
こ
に
始
ま
っ

た
と
言
っ
て
い
い
。

　

拙
論
の
目
的
は
、
上
田
の
最
終
的
な
死
生
観
と
い
う
意
味
で
の
「
三
四
二
晩
年

の
死
生
観
」
を
探
る
こ
と
だ
が
、「
晩
年
」
に
入
る
前
に
、
そ
の
死
生
観
は
ほ
ぼ

で
き
上
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
五
九
年
刊
『
こ
の
世　

こ
の
生
』
に

お
い
て
、
上
田
の
死
生
観
は
ほ
ぼ
最
終
地
点
に
辿
り
着
い
て
い
る
。
拙
論
で
は
、

当
然
、
こ
の
書
を
中
心
に
、
上
田
の
考
え
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

二
、
生
涯
の
転
機

　

筆
者
は
以
前
上
田
に
つ
い
て
、「
歌
人
上
田
三
四
二
、『
た
ま
も
の
と
し
て
の
四

十 
代 
』」
と
題
し
て
、
拙
論
を
も
の
し
た
こ
と
が
あ
る
。
上
田
が
四
二
歳
の
時
、

（
２
）
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思
い
が
け
な
く
結
腸
癌
を
患
い
、
い
っ
た
ん
生
を
諦
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ

以
降
の
上
田
を
、
幸
運
に
も
回
復
し
、
再
び
生
き
る
意
欲
を
燃
や
す
に
至
る
ま
で

の
四
十
代
を
、
著
書
『
俗
と
無
常
―
徒
然
草
の
世
界
』（
の
ち
に
『
徒
然
草
を
読

む
』
と
い
う
味
も
素
っ
気
も
な
い
タ
イ
ト
ル
に
改
題
）
を
中
心
に
し
て
描
こ
う
と

し
た
。

　

上
田
は
間
違
い
な
く
人
生
最
大
の
危
機
に
あ
っ
た
。
当
時
、
上
田
の
関
心
は

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
兼
好
の
「
生
死
の
覚
悟
」、「
生
き
方
の
極
意
」
に
あ
っ
た
。

兼
好
を
、
特
に
そ
の
時
間
論
を
ど
う
描
い
て
い
く
か
、
そ
こ
に
上
田
の
生
き
死
に

が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
見
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
今

は
『
こ
の
世　

こ
の
生
』
第
一
章
「
花
月
西
行
」（
初
出
「
新
潮
」
昭
和
五
五
年

五
月
）
よ
り
、
そ
の
当
時
の
上
田
の
死
生
観
を
、
ま
た
『
徒
然
草
』
よ
り
何
を
学

ん
だ
の
か
を
見
て
お
こ
う
。
上
田
は
こ
こ
で
は
十
年
前
の
自
分
を
言
わ
ば
総
括
す

る
の
で
あ
る
。

　

上
田
は
こ
の
少
し
前
だ
ろ
う
か
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
大
著
『 
死 
』
を
読

（
３
）

ん
だ
。
翻
訳
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
だ
か
ら
、

少
な
く
と
も
そ
れ
以
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
書
は
五
十
代
半
ば
の
上
田

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
と
言
っ
て
い
い
。
上
田
自
身
、
こ
こ
か
ら
「
大
き
な
も

の
を
得
た
よ
う
な
気
が
し
て
い 
る 
。」
と
書
い
て
い
る
。
い
っ
た
い
上
田
は
何
を

（
４
）

得
た
の
か
。

　

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
死
を
三
つ
の
側
面
か
ら
見
る
。「
死
の
こ
ち
ら
側
の

死
」、「
死
の
瞬
間
に
お
け
る
死
」、「
死
の
む
こ
う
側
の
死
」
で
あ
る
。
上
田
は
、

「
死
の
む
こ
う
側
の
死
」
と
い
う
観
点
に
「
と
く
に
刺
激
を
受
け
た
」
と
言
う
。

「
死
の
む
こ
う
側
の
死
」
と
い
う
考
え
は
、
一
般
に
宗
教
が
取
る
見
方
で
あ
り
、

な
ん
ら
の
珍
し
さ
も
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
上
田
の
立
場
は
言
わ
ば
「
死
後
へ
の

関
心
抜
き
の
死
へ
の
関
心
」
で
あ
っ
た
。
死
に
つ
い
て
、
そ
う
い
う
「
本
来
あ
り

得
な
い
」
は
ず
の
関
心
の
持
ち
方
を
し
て
い
た
。
上
田
は
強
い
て
「
死
後
」
か
ら

目
を
そ
む
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
上
田
は
死
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
。
上
田
は
人
生
の
残
さ
れ
た
時
間

を
、「
滝
口
ま
で
の
河
の
流
れ
の
よ
う
な
も 
の 
」
と
想
像
す
る
。
上
田
は
、
死
後
、

（
５
）

魂
の
存
続
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
上
田
に
は
、
死
後
は
な
い
。
身
体

の
消
滅
は
存
在
の
消
滅
を
意
味
し
た
。
滝
口
と
は
「
死
の
瞬
間
に
お
け
る
死
」
で

あ
る
。
水
は
刻
一
刻
と
滝
口
に
向
か
っ
て
い
る
。
滝
口
ま
で
の
距
離
は
、
死
ま
で

の
生
の
時
間
で
あ
る
。

　

上
田
は
「
存
在
の
消
滅
」
と
い
う
恐
怖
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
、
あ
る
工
夫
を

こ
ら
し
て
い
た
。

「
私
に
と
っ
て
私
の
死
は
、
…
実
際
に
や
っ
て
来
た
と
き
、
そ
れ
を
体
験
し
よ

う
と
し
て
も
私
は
そ
の
瞬
間
に
お
い
て
死
ん
で
お
り
、
体
験
不
可
能
で
あ
る
。

…
私
に
と
っ
て
唯
一
正
真
の
死
で
あ
る
私
自
身
の
死
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
な

い
の
も
同
然
で
あ
る
。
…
私
に
と
っ
て
、
私
自
身
の
死
は
な
い
。
そ
こ
に
私
は
、

死
後
な
き
死
と
い
う
お
そ
ろ
し
い
認
識
に
耐
え
る
せ
め
て
も
の 
慰  
藉 
を
見
出
し

い 
し
ゃ

て
き
た
の
で
あ
っ 
た 
。」

（
６
）

　

で
は
、
先
の
滝
口
の
比
喩
に
戻
る
と
し
て
、
滝
口
よ
り
落
下
す
る
水
は
ど
う
な
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る
の
か
。
上
田
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

「
…
河
の
流
れ
に
関
す
る
私
の
関
心
は
滝
口
の
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。
滝
口

を
落
下
し
て
か
ら
の
ち
の
水
流
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
私
は
は
じ
め
か
ら
思
惟

を
放
棄
し
て
い
た
。
死
後
は
不
可
知
で
あ
り
、
な
ま
じ
っ
か
な
推
量
を
ゆ
る
さ

な
い
が
、
直
観
は
死
後
の
無
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

死
は
あ
る
。
し
か
し
死
後
は
な
い
。
…
誰
も
た
し
か
め
た
も
の
は
な
く
、
た
し

か
め
る
手
だ
て
も
な
い
が
、
私
は
勝
手
に
こ
の
よ
う
に
想
像
し
、
無
と
化
す
こ

と
の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
も
、
こ
の
想
像
が
い
ち
ば
ん
私
の
死
の
理
解
に
と
っ

て
納
得
が
い
く
と
思
っ
て
き 
た 
。」

（
７
）

　

上
田
に
と
っ
て
、
死
後
は
「
不
可
知
」
で
は
あ
る
が
、
直
観
の
教
え
る
と
こ
ろ

で
は
、「
無
」
で
あ
る
。
死
後
、
自
分
は
「
無
と
化
す
」
と
考
え
る
と
、「
恐
怖
に

お
び
え
」
る
も
の
の
、
理
解
と
し
て
は
納
得
が
い
く
の
で
あ
る
。
上
田
は
次
の
よ

う
に
生
き
よ
う
と
決
心
す
る
。

「
こ
う
し
て
、
死
後
は
す
で
に
考
慮
の
外
で
あ
る
。
死
を
避
け
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
死
後
は
な
い
と
思
い
定
め
、
思
い
定
め
た
上
は
死
後
の
救
済
に
心
を

労
す
る
こ
と
な
く
、
滝
口
ま
で
の
線
分
の
生
を
ど
う
生
き
る
か
に
思
い
を
ひ
そ

め
れ
ば
よ 
い 
。」

（
８
）

　

無
宗
教
者
上
田
と
し
て
は
、
精
一
杯
の
死
生
観
で
あ
っ
た
ろ
う
。
で
は
、
上
田

は
無
宗
教
者
と
し
て
、『
徒
然
草
』
の
ど
こ
に
関
心
を
も
っ
た
の
か
。

　

上
田
は
兼
好
を
「
後
世
者
」
で
は
な
い
と
解
釈
す
る
。
後
世
者
と
は
、
現
世
を

 
穢  
土 
と
見
な
し
、
後
世
に
す
べ
て
を
託
す
者
で
あ
る
。
後
世
者
に
と
っ
て
、
現
世

え 

ど

に
生
き
る
こ
と
は
何
の
価
値
も
な
く
、
た
だ
極
楽
往
生
の
た
め
の
準
備
期
間
に
す

ぎ
な
い
。

　

兼
好
は
死
後
に
関
心
を
寄
せ
な
か
っ
た
。
滝
口
ま
で
の
「
線
分
の
生
」
を
生
き

る
の
に
、
後
世
を
頼
み
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
兼
好
は
「
希
望
も
欲
望
も
執

着
も
、
お
よ
そ
生
に
附
着
す
る
そ
う
い
う
情
動
的
な
も
の
の
一
切
を
否
定
」
せ
よ

と
言
う
。「
諸
縁
放
下
」
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
無
味
無
臭
の
真
水
の
よ
う
な
「
時

間
的
存
在
」
に
な
っ
て
、「
そ
の
死
ま
で
の
時
間
の
刻
々
の
脚
下
を
照
顧
せ
よ
」

と
言
う
。「
寸
陰
愛
惜
」
で
あ
る
。
す
る
と
そ
こ
に
、「
死
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も

そ
の
死
を
は
る
か
な
未
来
に
持
ち
越
す
か
の
よ
う
な
、 
長
閑 
な
境
涯
が
出
現
す
る
」。

の
ど
か

そ
れ
が
兼
好
の
「
つ
れ
づ
れ
」
で
あ
る
。「
自
己
を
外
部
の
時
間
よ
り
ず
っ
と
遅

い
刻
み
を
も
つ
一
個
の
内
部
時
計
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
心
身
永
閑
の
思
想
と
か
つ

て
私
が
要
約
し
た
よ
う
な
兼
好
の
生
き
方
の
独
自
性
が
あ
っ
た
。」
と
上
田
は
言 
う 
。

（
９
）

　

兼
好
は
「
徹
底
し
た
外
界
に
た
い
す
る
無
欲
と
自
己
に
た
い
す
る
無
為
で
あ
り
、

そ
の
無
欲
と
無
為
を
と
お
し
て
」、
自
己
を
そ
の
よ
う
な
「
内
部
時
計
」
と
す
る
。

上
田
は
兼
好
の
生
き
方
に
今
も
共
感
を
寄
せ
て
は
い
る
が
、
そ
の
あ
ま
り
に
も

「
静
寂
主
義
的
な
立
場
」
に
不
満
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
兼
好
の
立
場
は
「
死

の
恐
怖
に
対
処
す
る
も
っ
と
も
姿
勢
の
低
い
態
度
で
あ
り
、
ま
た
も
っ
と
も
平
静

で
、
神
秘
的
な
と
こ
ろ
の
な
い
、
現
実
的
な
有
効
性
を
も
つ
態
度
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
地
平
に 
匍  
匐 
す
る
よ
う
な
」
兼
好
の
立
場
か
ら
、「
い
ま
す
こ
し
頭
を
持

ほ 
ふ
く
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ち
上
げ
て
み
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
唐
突
な
印
象
は
あ
る
が
、

「
西
行
が
私
を 
誘 
�
」
と
書
い
て
い
る
。
上
田
の
内
面
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
、

い
ざ
な 

大
き
な
変
化
が
起
き
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
変
化
を
触
発
し
た
の
が
、

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
『
死
』
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

三
、
西
行
の
花
月

　

上
田
に
と
っ
て
西
行
と
は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
西
行
と
兼
好

の
一
番
の
違
い
、
そ
れ
は
西
行
に
は
後
世
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、「
死
の
む

こ
う
側
の
死
」
が
視
野
の
内
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
田
は
ま
ず
、

次
の
二
首
を
挙
げ
る
。

　

来
む
世
に
は
心
の
う
ち
に
あ
ら
は
さ
む
あ
か
で
や
み
ぬ
る
月
の
光
を

　

仏
に
は
桜
の
花
を
た
て
ま
つ
れ
我
が
後
の
世
を
人
と
ぶ
ら
は
ば

　

と
も
に
自
分
の
死
後
を
歌
っ
て
い
る
。
西
行
は
生
涯
、
花
月
に
憬
れ
た
。
上
田

は
「
こ
こ
で
、
死
後
は
現
世
の
つ
づ
き
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

�
。」
と
言
う
。
西
行
は
「
来
む
世
」
に
お
い
て
も
、
現
世
の
景
物
、
花
月
へ
の

情
が
心
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
は
辞
世
と
し
て
知
ら
れ
る
有
名
な
歌
で
あ
る
。

　

願
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
こ
ろ 

（　

）
10う

（　

）
11る

　

実
際
に
は
、
死
の
十
年
も
前
に
作
ら
れ
た
よ
う
だ
。
以
後
、
西
行
は
「
春
く
る

ご
と
に
望
月
の
花
の
下
で
…
、
こ
の
世
に
お
け
る
花
の
爛
漫
、
月
の
清
明
を
仏
道

成
就
の
道
し
る
べ
と
し
て
、
彼
岸
に
渡
る
こ
と
を
心
に
期
し
て
き
�
」。
死
は
こ

こ
で
は
、
憬
れ
の
完
成
で
あ
る
。

　
「
憬
れ
」
と
は
も
と
も
と
、
心
（
魂
）
が
身
を
離
れ
る
こ
と
を
言
う
。
西
行
は

花
と
月
に
憬
れ
た
が
、
後
世
者
の
よ
う
に
、
死
に
憬
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
西
行

は
後
世
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

心
身
と
い
う
二
元
論
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
後
世
を
信
じ
る
た
め
に
は
、「
身

を
捨
て
て
心
を
選
ぶ
」
と
い
う
決
断
が
必
要
で
あ
り
、
魂
の
分
離
と
持
続
が
信
じ

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
田
も
「
死
後
の
こ
と
は
た
だ
一
つ
、
身
を
は

な
れ
て
心
は
存
在
す
る
か
と
い
う
問
い
に
帰
着
す
�
。」
と
言
う
。
西
行
の
場
合
、

こ
の
身
と
心
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
花
月

は
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
の
だ
ろ
う
。
上
田
は
西
行
の
歌
二
首
を
ひ
く
。

　

吉
野
山
こ
ず
ゑ
の
花
を
見
し
日
よ
り
心
は
身
に
も
そ
は
ず
な
り
に
き

　

ゆ
く
へ
な
く
月
に
心
の
す
み
す
み
て
果
て
は
い
か
に
か
な
ら
む
と
す
ら
む

　

花
月
の
美
し
さ
は
、
西
行
の
心
を
魅
了
し
、
身
か
ら
連
れ
出
そ
う
と
す
る
。
美

に
憑
か
れ
た
心
は
、
身
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
遊
離
し
、
漂
い
出
よ
う
と

す
る
。「
心
は
身
に
も
そ
は
ず
な
り
に
き
」
も
「
果
て
は
い
か
に
か
な
ら
む
と
す

ら
む
」
も
、「
心
が
身
を
抜
け
出
し
て
み
ず
か
ら
の
憬
れ
に
向
う
、
不
安
の
ま
じ
っ

た
恍
惚
の
状
�
」
を
言
い
表
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
心
の
、
身
か
ら
の
「
遊
出
」

（　

）
12た

（　

）
13る

（　

）
14態
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の
極
ま
る
と
こ
ろ
に
死
が
あ
る
。
こ
れ
は
西
行
を
怖
れ
さ
せ
た
。
彼
は
花
月
に
憬

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
死
に
憬
れ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

西
行
は
「
こ
の
世
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
月

と
花
」、
現
世
の
至
美
、
至
純
な
る
も
の
に
憬
れ
た
。
憬
れ
に
は
と
ど
め
が
た
い

も
の
が
あ
る
。
こ
の
時
、
離
れ
て
い
く
心
を
、
身
が
離
す
ま
い
と
す
れ
ば
、
身
の

方
か
ら
心
に
随
い
て
行
く
ほ
か
は
な
い
。
身
は
心
の 
錘 
と
な
っ
て
ぶ
ら
下
る
。
こ

お
も
り

う
し
て
、
西
行
の
身
は
地
上
か
ら
ほ
ん
の
少
し
浮
き
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
上
田

は
言
う
。

「
身
は
心
を
追
っ
て
一
寸
ほ
ど
浮
き
上
が
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
な
お
心
身
相

即
の
調
和
を
保
ち
得
て
い
る
と
き
、
現
世
は
西
行
に
と
っ
て
現
世
浄
土
と
感
じ

ら
れ
て
い
る
だ
ろ
�
。」

「
地
上
を
一
寸
浮
い
た
と
こ
ろ
で
現
世
の
生
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
西
行
に
と
っ

て
、
死
後
は
、
そ
の
心
身
浮
遊
の
現
世
浄
土
の
つ
づ
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
ほ
し
か
っ
た
の
で
あ
�
。」

　

身
体
を
伴
っ
た
死
後
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
西
行
の
信
じ
た
通
り
で
あ

れ
ば
、
死
後
は
、
心
が
身
を
捨
て
て
、
心
だ
け
の
存
在
に
な
る
。
し
か
し
、
西
行

の
「
死
後
の
理
想
」
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
心
と
身
の
二
元
論
を
取
ら
な
い
上

田
は
、
死
後
を
視
野
に
お
く
西
行
の
場
合
に
お
い
て
も
、
心
身
の
分
離
を
認
め
な

い
。「
心
身
相
即
の
浮
遊
体
」
に
、
西
行
の
「
死
後
の
理
想
」
を
見
出
す
の
で
あ

（　

）
15う

（　

）
16る

る
。

　

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
戻
ろ
う
。
上
田
同
様
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
も
心

身
二
元
論
を
取
ら
な
い
。
身
体
の
消
滅
は
、
人
間
存
在
の
消
滅
で
あ
る
と
確
信
す

る
。
上
田
は
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
一
節
を
引
用
し
、
そ
の
硬
い
訳
文
を
「
彼

岸
が
意
味
を
も
つ
の
は
、
此
岸
の
生
の
言
い
が
た
い
ま
で
の
充
実
、
そ
の
『
比
類

の
な
い
味
わ
い
』
の
持
続
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
�
」
と
言
い
な
お
す
。
此
岸

に
て
「
比
類
の
な
い
味
わ
い
」
を
あ
た
え
る
も
の
は
、
西
行
で
は
花
月
で
あ
る
。

「
現
世
の
景
物
た
る
花
月
が
―
―
花
月
に
魅
せ
ら
れ
た
生
の
『
比
類
の
な
い
味
わ

い
』
が
、
此
岸
を
し
て
彼
岸
に
繋
が
し
め
る
の
�
。」

　

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
生
と
死
、
現
世
と
死
後
の
世
界
と
の
あ
い
だ
に
、

連
続
性
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
。「
あ
り
得
な
い
は
ず
の
連
続
性
」
だ
か
ら
、「
相

互
呼
応
性
」
と
呼
ぶ
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
そ

の
「
連
続
性
」
を
、
現
世
と
死
後
の
間
だ
け
で
な
く
、
現
世
と
生
前
と
の
間
に
も

回
復
し
よ
う
と
す
る
。

「
生
前
、
生
、
死
後
―
―
こ
の
よ
う
に
連
続
し
つ
つ
、
生
に
と
っ
て
は
超
自
然

的
な
も
の
で
あ
る
生
前
と
死
後
に
挟
ま
れ
た
、
現
世
の
生
と
い
う
も
の
。
す
る

と
、
こ
の
現
世
の
生
と
い
う
も
の
は
、
私
た
ち
が
普
通
に
考
え
て
い
る
ほ
ど
自

然
的
な
も
の
、
日
常
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
慣
れ
に
よ
っ
て
平

凡
で
自
明
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
現
実
、
こ
の
生
は
、
思
い
の
ほ
か
、

超
自
然
的
な
も
の
の
相
を
帯
び
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」

（　

）
17だ

（　

）
18だ
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そ
し
て
上
田
は
、
こ
の
「
推
論
は
充
分
に
魅
惑
的
で
あ
り
、
同
時
に
戦
慄
的
�
。」

と
言
う
。

　

西
行
の
花
月
は
、
現
世
に
お
け
る
そ
の
神
秘
的
、
超
自
然
な
も
の
の
露
頭
で
あ
っ

た
。
花
月
は
此
岸
に
お
け
る
彼
岸
性
、
自
然
に
お
け
る
超
自
然
性
の
開
示
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
現
世
に
お
い
て
、「
そ
こ
に
内
包
す
る
超
自
然
的
な
も
の
を
超
自
然

的
な
波
長
に
よ
っ
て
照
ら
せ
ば
、
西
行
が
花
月
に
よ
っ
て
実
証
し
た
よ
う
な
現
世

浄
土
が
あ
ら
わ
れ
る
だ
ろ
�
。」

「
死
後
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
死
後
は
な
い
と
す
る
私
の
直
観
を
や
わ
ら
げ

て
言
え
ば
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
死
後
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
言
う
ほ
か

は
な
い
が
、
死
後
の
有
無
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
死
は
確
実
に
到
来
す
る
。
そ
の

到
来
す
る
死
を
不
可
知
の
死
後
に
つ
な
い
で
、
そ
こ
に
希
望
が
あ
る
に
し
ろ
、

な
い
に
し
ろ
、
現
世
と
現
世
に
お
け
る
生
の
超
自
然
性
に
目
覚
め
る
こ
と
は
、

生
き
る
上
で
の
果
報
に
ち
が
い
な
い
。」

　

そ
う
述
べ
た
あ
と
、
上
田
は
『
死
』
か
ら
「
死
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
で
す
べ
て

の
存
在
は
、
街
か
ど
の
コ
ー
ヒ
ー
店
主
に
い
た
る
ま
で
、
超
自
然
的
存
在
な
の
だ
。」

を
引
用
し
つ
つ
、
こ
う
言
う
。「
こ
れ
ま
で
、
目
に
見
え
て
こ
な
か
っ
た
あ
た
ら

し
い
認
識
の
地
平
が
、
私
の
前
に
、
開
か
れ
て
い
る
の
を
、
覚
え
�
。」

　

上
田
は
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
『
死
』
か
ら
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
学
ん
だ
の

か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。『
死
』
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
田

（　

）
19だ

（　

）
20う

（　

）
21る

は
従
来
か
ら
考
え
て
き
た
西
行
、
良
寛
の
解
釈
で
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
「
こ
の
現
実
、
こ
の
生
は
、
思
い
の
ほ
か
、
超
自
然

的
な
も
の
の
相
を
帯
び
て
い
る
」、
此
岸
と
彼
岸
の
間
に
「
相
互
呼
応
性
」
は
あ

り
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
絵
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
西
行
の
「
死
後
の
理
想
」
も
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
上
田
は

「
死
後
へ
の
関
心
抜
き
の
死
へ
の
関
心
」
を
脱
し
て
、「
現
世
と
現
世
に
お
け
る

生
の
超
自
然
性
」
に
目
覚
め
、
そ
し
て
、
死
後
へ
の
か
す
か
な
希
望
、
つ
ま
り
死

は
全
的
な
「
存
在
の
消
滅
」
と
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
一
縷
の
望
み

を
も
つ
に
至
る
。「
あ
た
ら
し
い
認
識
の
地
平
」
は
、
当
然
、『
こ
の
世　

こ
の
生
』

の
第
二
章
「 
遊  
戯 
良
寛
」（
初
出
「
新
潮
」
五
七
年
四
月
）
以
降
に
現
わ
れ
て
こ

ゆ 

げ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　

四
、
良
寛
の
時
空

�
良
寛
の
時
間

　

上
田
は
最
初
の
大
患
以
来
、
ず
っ
と
良
寛
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
な
ぜ
か
。

「
良
寛
に
お
け
る
こ
の
世
の 
止 
ま
り
方
に
、
学
び
た
く
て
し
か
も
と
う
て
い
及
び

と
ど

が
た
い
も
の
を
見
�
」
か
ら
で
あ
る
。

　

上
田
は
病
後
世
間
と
和
解
し
よ
う
と
し
た
。
上
田
は
世
間
だ
け
で
な
く
、
自
然

と
も
和
解
し
よ
う
と
し
た
。
世
間
と
自
然
、
言
い
換
え
れ
ば
、
世
界
と
和
解
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
良
寛
の
い
ま
こ
こ
に
置
か
れ
て
在
る
わ
れ
、
と
い
う
そ

の
時
間
と
空
間
の
交
わ
る
座
標
の
一
点
ほ
ど
、
世
界
と
の
う
る
わ
し
い
和
解
を
成

（　

）
22た
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就
し
た
も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
�
。」

　

で
は
、
ま
ず
良
寛
は
ど
の
よ
う
な
時
間
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
。
上
田
は
強
引

に
と
言
う
べ
き
な
の
か
、
見
事
に
と
言
う
べ
き
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
良
寛

の
時
間
」
を
解
釈
し
て
い
く
。

　

良
寛
に
こ
う
い
う
長
歌
が
あ
る
。

冬
ご
も
り　

春
さ
り
く
れ
ば　
 
飯 
乞
ふ
と　

草
の
庵
を
た
ち
い
で
て　

里
に
い

い
ひ

行
け
ば 
玉  
鉾 
の　

道
の
ち
ま
た
に
子
供
ら
が　

い
ま
を
春
べ
と
手
ま
り
つ
く　

た
ま 
ぼ
こ

ひ
ふ
み
よ
い
む
な　
 
汝 
が
つ
け
ば　

あ
は
う
た
ひ　

あ
が
つ
け
ば　

汝
は
う
た

な

ひ　

つ
き
て
歌
ひ
て
霞
た
つ　

永
き
春
日
を
暮
し
つ
る
か
も

　
　
　

反
歌

霞
た
つ
永
き
春
日
を
子
供
ら
と
手
毬
つ
き
つ
つ
こ
の
日
暮
し
つ

　

良
寛
は
子
供
と
一
緒
に
手
毬
に
興
じ
る
。
良
寛
も
子
供
と
な
っ
て
、
と
も
に
毬

つ
き
に
没
頭
し
て
い
る
。
そ
の
様
は
良
寛
自
身
一
箇
の
手
毬
と
化
し
た
よ
う
だ
。
良

寛
は
、
手
毬
に
よ
っ
て
紡
ぎ
だ
さ
れ
る
時
間
を
、
ひ
、
ふ
、
み
、
よ
、
い
、
む
、

な
、
と
数
え
る
。

　

こ
の
数
字
の
列
の
も
つ
意
味
は
何
か
。
そ
う
い
う
理
屈
を
こ
ね
る
よ
り
も
、
ま

ず
つ
い
て
み
る
こ
と
だ
。
良
寛
は
こ
う
歌
う
。

つ
き
て
見
よ
ひ
ふ
み
よ
い
む
な
や
こ
こ
の
と
を
と
を
と
納
め
て
ま
た
は
じ
ま
る

を 

（　

）
23た

　

こ
れ
は
も
と
も
と
、
貞
心
の
贈
歌
「
こ
れ
ぞ
こ
の
仏
の
道
に
遊
び
つ
つ
つ
く
や

つ
き
せ
ぬ
み
の
り
な
る
ら
ん
」
に
対
す
る
返
し
と
し
て
、
良
寛
は
詠
ん
だ
。
そ
う

い
う
事
情
は
、
さ
し
あ
た
り
こ
の
議
論
に
関
係
が
な
い
。

　
「
つ
き
て
見
よ
」
と
言
う
。「
ひ
ふ
み
よ
い
む
な
や
」
の
続
き
が
「
こ
こ
の
と
を
」

で
あ
る
。
十
を
も
っ
て
終
わ
る
。
一
〜
十
。
数
は
一
巡
す
る
が
、
一
巡
し
た
数
の

列
は
、
列
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、 
環 
を
な
し
て
い
る
。「
と
を
と
納
め
て
ま

わ

た
は
じ
ま
る
を
」。
数
は
も
う
一
度
一
か
ら
始
ま
る
。
終
わ
り
は
ま
た
始
ま
り
で

あ
る
。
一
か
ら
始
ま
る
た
め
に
は
、
十
は
一
の
そ
ば
に
ま
で
戻
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
一
か
ら
十
ま
で
の
時
間
の
列
は
環
を
な
し
、
環
は
環
を
重
ね
て
行
く
。

時
間
は
循
環
し
て
い
た
の
で
あ
�
。」

　

十
と
納
め
た
も
の
が
一
か
ら
始
ま
る
と
き
、
そ
の
一
と
も
と
の
十
は
ど
う
い
う

関
係
に
あ
る
か
。
十
か
ら
一
へ
の
連
続
は
、
九
か
ら
十
へ
の
そ
れ
と
違
う
の
か
。
疑

問
は
出
て
く
る
が
、
悩
む
よ
り
、
ま
ず
毬
つ
き
に
興
じ
て
み
る
こ
と
だ
。
す
る
と
、

こ
の
「
ま
た
」
は
容
易
に
跳
び
越
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
連
続
に
支
障
は
な
く
、
回

帰
は
完
全
で
あ
る
。「
良
寛
の
一
首
の
歌
は
、
そ
う
告
げ
て
い
る
。」
上
田
は
そ
う

述
べ
た
あ
と
、
時
間
に
つ
い
て
、
壮
大
な
想
像
力
を
展
開
す
る
。

「
時
間
は
本
質
に
お
い
て
そ
の
遊
戯
に
開
示
さ
れ
た
よ
う
な
回
帰
性
を
も
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
の
め
ぐ
り
、
月
の 
盈  
欠 
、
季
節
の
交
替
―
す

み
ち 
か
け

べ
て
目
に
見
え
て
循
環
す
る
も
の
は
宇
宙
的
観
点
か
ら
み
て
偶
然
の
条
件
づ
け

に
よ
る
相
対
的
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
現
象
の
あ
ら
わ
れ

る
こ
と
自
体
が
、
時
間
の
回
帰
的
な
本
質
の
照
り
返
し
だ
と
言
え
な
い
�
。」 

（　

）
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「
時
間
は
永
遠
に
回
帰
し
、
そ
の
回
帰
は
全
宇
宙
を
視
野
に
納
め
た
よ
う
な
規

模
の
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
小
に
し
て
は
春
の
日
の
暮
れ
る
の
を
忘
れ
る
毬
つ
き

遊
び
に
も
あ
ら
わ
れ
て
、
良
寛
に
時
を
果
て
な
く
繰
ら
せ
、
時
を
忘
れ
さ
せ
る

の
で
あ
�
。」

�
「
年
年
歳
歳
花
相
似　

歳
歳
年
年
人
不
同
」

　

時
間
は
回
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
の
方
向
で
救
済
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

そ
の
思
い
の
よ
る
と
こ
ろ
は
、
良
寛
の
歌
だ
け
で
は
な
い
。
劉
廷
芝
の
あ
ま
り
に

も
有
名
な
次
の
詩
の
一
節
も
、
上
田
の
念
頭
を
去
ら
な
い
。
何
度
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
。

　
　

年
年
歳
歳
花
相
似

　
　

歳
歳
年
年
人
不
同

　
　

寄
言
全
盛
紅
顔
子

　
　

応
憐
半
死
白
頭
翁

　

時
間
は
循
環
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
考
え
は
、
花
が
咲
い
て
散
り
、
ま
た

咲
い
て
は
散
る
と
い
う
、
季
節
の
繰
り
返
し
に
信
を
お
く
と
こ
ろ
か
ら
来
る
。
劉

廷
芝
の
詩
は
、
そ
れ
が
錯
覚
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
錯
覚
で
あ
る
こ
と
を

示
し
つ
つ
、
し
か
も
、
こ
の
詩
は
「
そ
こ
に 
玄
妙 
と
も
い
う
べ
き 
慰  
藉 
の
道
を
人

げ
ん
み
ょ
う 

い 
し
ゃ

間
に
用
意
し
て
い
た
。
そ
う
私
に
思
わ
れ
て
き
�
」
と
上
田
は
言
う
。
解
釈
は
こ

う
で
あ
る
。　
「
年
年
歳
歳
花
相
似
」。
花
は
「
二
つ
の
表
情
」
を
持
っ
て
い
る
。

（　

）
26る

（　

）
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「
個
々
の
花
」
と
「
年
々
の
花
」
と
い
う
表
情
で
あ
る
。
ま
ず
、「
個
々
の
花
」

と
い
う
観
点
。
花
は
「
相
似
」
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
花
で
は
な
い
。
花
は

人
間
よ
り
は
る
か
に
短
い
無
常
の
一
回
性
を
示
す
。
花
は
こ
の
世
の
無
常
の
端
的

な
担
い
手
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
詩
の
意
味
は
「
相
似
」
の
強
意
に
あ
る
。「
年
々
の
花
」
と
い
う
も

う
一
つ
の
観
点
で
あ
る
。「
花
は
季
節
の
象
徴
と
な
っ
て
無
常
の
一
回
性
か
ら
永
遠

の
回
帰
性
に
転
じ
る
。」
人
間
の
無
常
は
花
を
前
に
す
れ
ば
隠
し
よ
う
が
な
い
。

　
「
歳
歳
年
年
人
不
同
」。
こ
れ
が
、
そ
の
「
年
々
の
花
」
の
前
に
置
か
れ
た
人
間

の
姿
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
上
田
は
『
う
つ
し

み　

こ
の
内
な
る
自
然
』
の
中
で
も
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
。

　
「
花
は
無
常
の
一
回
性
と
、
永
遠
の
回
帰
性
と
の
両
面
を
そ
な
え
て
、
人
間

を 
誘 
う
。
誘
わ
れ
て
人
間
は
そ
の
一
回
性
と
回
帰
性
の
は
ざ
ま
に
、
彼
の
身
体

い
ざ
な

と
い
う
一
個
の
内
な
る
自
然
を
置
く
。　

人
間
は
―
―
私
は
、
何
に
向
っ
て
そ

の
身
体
を
さ
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
外
な
る
、
と
わ
ざ
わ
ざ
断
る
ま

で
も
な
い
大
い
な
る
自
然
に
向
っ
て
、
身
体
と
い
う
内
な
る
自
然
を
さ
し
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
花
と
私
は
お
な
じ
無
常
の
時
間
に
運
ば
れ
な
が
ら
、
私
は

花
に
逢
い
、
花
に
誘
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
常
を
超
え
、
自
然
の
、
そ
の
永

遠
に
回
帰
す
る
も
の
の
息
吹
に
包
ま
れ
�
。」

　

は
っ
き
り
と
言
う
に
は
、
あ
ま
り
に
も
微
妙
な
問
題
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
上

田
は
言
葉
を
濁
す
。「
私
は
花
に
逢
い
、
花
に
誘
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
常
を

（　

）
28る
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超
え
、
自
然
の
、
そ
の
永
遠
に
回
帰
す
る
も
の
の
息
吹
に
包
ま
れ
る
。」
と
。
つ

ま
り
、「
内
な
る
自
然
」
で
あ
る
身
体
＝
「
私
」
も
回
帰
す
る
、
そ
う
い
う
可
能

性
も
捨
て
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
自
然
は
、
花
を
通
し
て
で
は
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
を
遠
回
し
に
告
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
回
帰
す
る
時
間
」
の
構
造
は
、
良
寛
に
お
い
て
、
他
方
、

ど
の
よ
う
な
空
間
の
構
造
と
見
合
っ
て
い
る
と
、
上
田
は
考
え
た
の
か
。

�
良
寛
の
空
間

　
 
沫  
雪 
の
中
に
た
ち
た
る 
三
千
大
千
世
界 
ま
た
そ
の
中
に
沫
雪
ぞ
降
る

あ
わ 
ゆ
き 

み　

ち　

あ　

ふ　

ち

　

中
谷
宇
吉
郎
に
も
「
雪
は
天
か
ら
の
手
紙
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
沫

雪
」
は
良
寛
に
、
そ
し
て
「
沫
雪
」
の
歌
は
上
田
に
、
驚
く
ほ
ど
壮
大
な
聖
な
る

イ
メ
ー
ジ
を
掻
き
立
て
た
。

　
「
三
千
大
千
世
界
」
は
古
代
イ
ン
ド
人
の
世
界
観
に
お
け
る
大
宇
宙
を
指
す
。「
中

に
た
ち
た
る
」
は
、「
大
き
な
牡
丹
雪
が
一 
粒 
、
一
粒
、 
顆 
を
な
し
て
、
そ
の
顆

り
ゅ
う 

た
ま

の
中
に
三
千
大
千
世
界
の
納
ま
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
沫
雪
の
中
に
大
宇
宙
が
あ
り
、
そ
の
大
宇
宙
の
中
に
ま
た
沫
雪
が
降
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
た
沫
雪
の
中
に
…
…
。「
か
く
し
て
雪
と
三
千
大
千
世
界

と
の 
入  
篭 
構
造
は
無
限
に
、
穴
を
掘
る
よ
う
に
極
微
に
向
っ
て
繰
返
さ
れ
�
。」

い
れ 
こ

こ
れ
を
読
ん
だ
時
、
上
田
は
触
れ
て
は
い
な
い
が
、
筆
者
は
即
座
に
パ
ス
カ
ル

『
パ
ン
セ
』
の
断
章
「
人
間
の
不
釣
合
」（
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ク
版
七
二
）
中

（　

）
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の
「
二
つ
の
無
限
」
を
思
い
出
し
た
。

　

古
代
イ
ン
ド
人
の
世
界
観
で
は
、 
須  
弥  
山 
を
中
軸
に
、
日
・
月
・
四
大
州
・
四

し
ゅ 
み 
せ
ん

大
海
・
六
欲
天
な
ど
を
含
め
た
広
大
な
版
図
を
一
個
の
小
世
界
と
す
る
。
人
間
は

東
西
南
北
に
配
さ
れ
た
四
大
州
の
う
ち
の
南
の 
閻  
浮  
提 
に
住
ん
で
い
る
。
そ
の
小

え
ん 
ぶ 
だ
い

世
界
が
千
あ
つ
ま
っ
て
、
小
千
世
界
を
な
す
。
小
千
世
界
が
千
あ
つ
ま
っ
て
中
千

世
界
を
な
す
。
そ
の
中
千
世
界
が
ま
た
千
あ
つ
ま
っ
た
も
の
が
大
千
世
界
で
あ
る
。

大
千
世
界
は
千
を
三
度
あ
つ
め
た
か
ら
、
つ
ま
り
小
世
界
を
千
の
三
乗
あ
つ
め
た

か
ら
、
三
千
大
千
世
界
と
も
三
千
世
界
と
も
呼
ぶ
。
つ
ま
り
、
三
千
大
千
世
界
は

十
億
の
小
世
界
か
ら
な
る
。
そ
し
て
、
驚
く
こ
と
に
、
こ
れ
は
現
代
の
宇
宙
の
知

識
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
荒
唐
無
稽
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

良
寛
は
沫
雪
の
降
る
空
を
見
る
。
そ
の
空
、
良
寛
の
立
つ
地
は
、
三
千
大
千
世

界
の
中
の
空
と
地
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
千
大
千
世
界
も
途
方
も

な
く
大
き
い
沫
雪
の
中
に
納
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
途
方

も
な
く
大
き
い
雪
は
、
ま
た
三
千
大
千
世
界
の
中
に
降
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
三
千
大
千
世
界
は
…
…
「
か
く
し
て
三
千
大
千
世
界
と
雪
と
の
入
篭
構
造
は
無

限
に
、
極
大
に
向
っ
て
波
紋
を
拡
げ
て
い
�
。」

　

上
田
は
、
良
寛
の
空
間
を
「
曼
荼
羅
的
宇
宙
空
間
」
と
呼
び
、
先
の
時
間
を

「
永
劫
回
帰
的
宇
宙
時
間
」
と
呼
ぶ
。
両
者
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
、
ど
こ

で
ど
う
交
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　

一
か
ら
十
ま
で
の
時
間
の
円
環
が
、
空
間
に
な
っ
て
現
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
三

千
大
世
界
で
あ
る
。
逆
に
、
三
千
大
世
界
を
時
間
に
変
え
る
と
一
か
ら
十
ま
で
の

円
環
と
な
る
。
上
田
は
良
寛
の
「
理
念
と
し
て
の
世
界
」
を
、
次
の
よ
う
に
要
約

（　
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す
る
。

「
そ
れ
は
空
間
に
お
い
て
は
三
千
大
千
世
界
と
沫
雪
と
の
い
つ
果
て
る
と
も
な

い
相
互
包
摂
の
無
限
空
間
で
あ
り
、
時
間
に
お
い
て
は
一
か
ら
十
へ
、
十
か
ら

一
へ
の
い
つ
果
て
る
と
も
な
い
永
劫
回
帰
の
無
限
時
間
で
あ
る
。
そ
し
て
相
互

包
摂
の
無
限
空
間
と
永
劫
回
帰
の
無
限
時
間
は
時
間
と
空
間
の
境
を
取
払
っ
て

滲
透
し
合
っ
て
い
�
。」

　

上
田
は
、「
こ
の
理
念
と
し
て
の
時
空
に
、
良
寛
は
国
上
山
を
中
心
と
す
る
彼

の
生
活
空
間
と
、
七
十
四
歳
を 
一  
期 
と
す
る
こ
と
に
な
る
彼
の
人
生
と
い
う
時
間

い
ち 
ご

と
を
、
抱
き
取
ら
せ
�
。」
と
言
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
良
寛
の
時
空
」
は
同
時

に
、
三
四
二
の
「
理
念
と
し
て
の
時
空
」
で
も
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
晩
年

の
上
田
は
、
こ
の
「
時
空
」
を
基
本
に
自
ら
の
死
生
観
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

五
、
定
命
を
さ
と
る

　

年
譜
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
上
田
は
昭
和
六
三
年
、
小
説
集
『
祝
婚
』
で
川
端

康
成
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
中
に
こ
う
い
う
一
節
が
あ
る
。

「
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
う
生
き
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
さ
だ
め
と
い
う
も
の
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
前
立
腺
を
う
し
な
い
、
膀
胱
を
う
し
な
っ
て
よ
う
や
く

（　

）
31る（　

）
32る

  
贖 
っ
た
残
り
の
生
を
、
悔
む
こ
と
な
く
、
強
が
る
こ
と
も
な
く
、
あ
り
の
ま
ま

あ
が
な

に
、
感
謝
を
も
っ
て
受
取
ろ
う
と
し
て
い
た
。
残
さ
れ
た
日
の 
量 
は
測
り
が
た

か
さ

か
っ
た
が
、
一
日
生
き
れ
ば
一
日
は
余
禄
で
あ
り
、
恩
寵
で
あ
っ
た
。」

　

上
田
の
死
生
観
は
、
二
度
目
の
大
患
の
前
に
す
で
に
で
き
上
が
っ
て
い
た
。『
祝

婚
』
の
主
人
公
と
同
様
、
上
田
も
ま
た
「
残
り
の
生
を
、
悔
む
こ
と
な
く
、
強
が

る
こ
と
も
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
に
、
感
謝
を
も
っ
て
受
取
ろ
う
と
し
て
い
た
」
で

あ
ろ
う
。
晩
年
の
課
題
は
、
そ
の
死
生
観
を
ど
う
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
か
で

あ
っ
た
。

　

上
田
の
死
後
出
版
さ
れ
た
著
作
の
一
つ
に
『
ゆ
ら
ぐ
死
生
観
』
が
あ
る
。
タ
イ

ト
ル
は
出
版
社
が
つ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
田
は
自
ら
の
死
生
観
を
固
く
信
じ

て
い
た
と
は
言
え
な
い
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
ゆ
ら
い
で
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
死
生
観
」
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う
。
岸
本
英
夫
は
「
何
か
、
こ
の
直

接
的
な
は
げ
し
い
死
の
脅
威
の
攻
勢
に
対
し
て
、
抵
抗
す
る
た
め
の
力
」
に
な
ら

な
い
よ
う
な
「
生
死
観
」
は
、「
す
べ
て
、
無
用
の
長
�
」
と
言
い
切
っ
た
。
上

田
の
出
発
点
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。

「
人
間
は
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
の
人
間
で
、
死
後
は
何
一
つ
頼
り
に
な
ら
な
い
。

死
後
に
お
け
る
霊
魂
の
存
在
や
霊
魂
の
救
済
と
い
っ
た
宗
教
的
立
場
に
よ
ら
な

い
で
、
こ
の
消
滅
の
怖
ろ
し
さ
に
人
間
は
耐
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
�
。」

　

筆
者
も
、
死
生
観
は
、
当
然
、
死
の
恐
怖
を
和
ら
げ
る
働
き
を
も
た
ね
ば
な
ら

（　

）
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な
い
と
考
え
る
。
死
生
観
に
は
「
死
の
む
こ
う
側
の
死
」
の
観
点
は
ど
う
し
て
も

必
要
だ
ろ
う
。
上
田
も
、
そ
こ
か
ら
出
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
よ
う
に
、
人
は
「
死

後
は
無
で
あ
る
」
と
い
う
所
に
止
ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

上
田
は
宗
教
に
近
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
死
後
、
魂
の
存
続
を
信
じ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
身
体
の
消
滅
は
、
存
在
全
体
の
消
滅
で
あ
っ
た
。

反
面
、
上
田
は
「
自
然
」
に
信
頼
を
お
い
た
。『
う
つ
し
み　

こ
の
内
な
る
自
然
』

に
お
い
て
、
う
つ
し
み
と
外
な
る
自
然
と
の
和
解
を
は
か
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ

チ
か
ら
学
ん
だ
の
は
、「
こ
の
現
実
、
こ
の
生
は
、
思
い
の
ほ
か
、
超
自
然
的
な

も
の
の
相
を
帯
び
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
良
寛
の
二
つ
の
歌
の
解
釈
は
、

ま
さ
に
そ
の
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

没
後
出
版
さ
れ
た
著
作
の
中
に
、
晩
年
、
死
生
観
を
述
べ
た
講
演
が
二
つ
、
三

つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
上
田
は
病
後
ま
も
な
く
、
お
そ
ら
く
八
五
年
の
は
じ
め

「
私
の
死
生
観
」、
八
五
年
十
月
に
は
「
良
寛
の
『
時
空
』」
と
い
う
題
で
講
演
を

行
な
い
、
先
に
見
た
よ
う
な
良
寛
の
二
つ
の
歌
の
解
釈
を
中
心
に
、
自
ら
の
死
生

観
を
語
っ
て
い
る
。

　

上
田
は
「
良
寛
の
『
時
空
』」
の
中
で
率
直
に
、「
な
ぜ
私
が
時
間
の
循
環
に
こ

だ
わ
る
か
と
い
う
と
、
無
常
の
自
覚
か
ら
な
ん
で
す
。」
と
言
う
。
四
十
代
の
初

め
に
癌
を
患
っ
て
以
来
、
再
発
の
不
安
を
抱
い
て
生
き
て
き
た
。「
だ
か
ら
何
と

か
し
て
死
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。」
し
か
し
、

上
田
は
死
後
を
、
天
国
や
浄
土
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
抵
の
現
代

日
本
人
と
同
様
、「
死
ん
だ
ら
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
く
な
る
自

分
を
ど
う
す
れ
ば
納
得
で
き
る
か
と
い
う
と
き
に
私
は
二
つ
の
解
決
法
を
見
つ
け

た
ん
で
す
が
、
そ
の
一
つ
が
時
間
が
循
環
す
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
�
。」
と
言
っ

て
い
る
。
も
う
一
つ
は
「
空
間
の
入
篭
構
造
」
を
さ
す
。

　

死
生
観
の
も
つ
意
味
は
、「
な
く
な
る
自
分
を
ど
う
す
れ
ば
納
得
で
き
る
か
」

と
い
う
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
死
を
前
に
し
て
、
世
界
と
い
か
に
和
解
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
田
は
「
二
つ
の
解
決
法
」
を
見
出
し
た
。

　
「
そ
の
一
つ
が
時
間
が
循
環
す
る
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
。
時
間
が
循
環
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
上
田
は
他
の
解
決
法
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
長
年
を
か

け
て
た
ど
り
着
い
た
地
平
を
そ
う
簡
単
に
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
時
間
的

に
も
そ
ん
な
余
裕
は
あ
る
は
ず
が
な
い
。
上
田
が
「
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
大
変
大

事
な
こ
と
で
、
私
は
、
時
間
は
循
環
し
て
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
わ
け
な
ん

で
�
。」
と
言
う
の
も
、
筆
者
は
よ
く
わ
か
る
。
何
が
何
で
も
、
循
環
し
て
も
ら

わ
ね
ば
困
る
、
と
い
う
の
が
本
音
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
講
演
は
、「
…
だ
と
考
え
る
と
、
少
し
は
死
と
い
う
も
の
を
考
え
や

す
く
な
る
、
耐
え
や
す
く
な
る
、
慰
め
を
得
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
わ
け
で

�
。」
と
結
ん
で
い
る
。

　

講
演
「
私
の
死
生
観
」
に
お
い
て
も
、
同
様
に
「
そ
う
い
う
考
え
方
で
い
き
ま

す
と
、
死
生
と
い
う
も
の
も
超
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
わ
け
で
�
。」

「
死
ぬ
こ
と
も
割
合
楽
に
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
り
し
て

い
る
の
で
�
。」
と
い
う
言
葉
で
終
わ
る
。

　

し
か
し
、「
二
つ
の
解
決
法
」
が
「
死
生
」
の
問
題
を
、
ど
う
解
決
し
て
く
れ

る
の
か
と
い
う
説
明
は
ど
こ
に
も
な
い
。
上
田
は
講
演
「
私
の
死
生
観
」
を
、「
上

田
が
変
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
お
心
に
留
め
て
い
た
だ
け

（　

）
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れ
ば
さ
い
わ
い
で
�
。」
と
結
ん
だ
。
こ
こ
で
は
、
自
分
の
考
え
を
、「
変
な
こ

と
」、
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
は
「
妄
想
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。

　

上
田
は
「
時
間
の
循
環
」
を
、
必
ず
そ
う
な
る
も
の
と
信
じ
た
の
で
は
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
上

田
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
皆
に
は
わ
か
っ
て
は
も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
上
田
は
自
然
の
も
つ
超
自
然
の
可
能
性
を
信
じ
た
の
で
あ
る
。
死

を
前
に
し
て
、
万
に
一
つ
の
可
能
性
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
上
田
に
と
っ
て
こ
の
上
な
く
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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r�sum�

La conception de la vie et de la mort chez Miyoji UEDA

Isao Omachi

　Miyoji UEDA �tait m�decin et un des po�tes (kajins ) les plus c�l�bres apr�s la derni�re guerre.  Il a 

souffert d'un cancer deux fois dans sa vie.  A l'�ge de quarante-deux ans et � l'�ge de soixante et un ans. Il a 

continu��� penser � la mort pendant vingt ans.

　Dans la premi�re moiti� de ces vingt ans, il a �tudi� principalement "Tsurezuregusa ". Dans la deuxi�me 

moiti�, il a �t� frapp� par "La mort" de Jank�l�vitch. Et il s'est passion� pour les po�mes de Saigyo et de 

Ryokan.

　En consid�rant cela, j'ai r�fl�chi sur la conception de la vie et de la mort chez Miyoji UEDA


